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研究成果の概要（和文）：本研究では、学生の授業理解のプロセスの特徴の把握と、その支援方法を明らかにす
ることを目的に、大学教育におけるアクティブラーニング型の授業を対象とした実践研究を行った。本研究で得
られた成果は大きく2点ある。第一は、「疑問に思ったこと」についてのノートテイキングが、理解のプロセス
の把握や支援に有効である点である。第二は、「疑問に思ったこと」について、授業内でディスカッションする
ことで、集団としての理解度を高める可能性がある点である。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted practical research on active learning classes in
 university education with the aim of understanding the characteristics of students' process of  
comprehension and clarifying how to support them. There were two main results obtained from this 
study. The first is that note-taking about questions to the content of classes is effective in 
understanding and supporting the process of understanding. The second is that in-class discussion 
about questions from others has the potential to increase the level of understanding as a group.

研究分野：教育工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の社会的な意義は、学生の授業理解のプロセスとその課題を部分的ではあるが明らかにした点である。学
生は、アクティブラーニング型の授業であっても、講義型の授業であっても、自身の探究よりも、他者からの評
価を意識する傾向が見られた。これを回避するためには疑問に思ったこと、探究したいことを他者と共有し、探
究可能性について議論を促すことが重要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 
１．研究開始当初の背景 
 いわゆるアクティブラーニング型の授業において、授業中、学生はどのように授業へ関わって

いるだろうか。本研究では、大学教育におけるアクティブラーニング型の授業を対象として、第

一に学生が「何を書いているか「どのような思考をしているか」などについて、授業中の学生の

行動と理解のプロセスを検討することを目的とした。 

 アクティブラーニング型の授業の重要性が指摘されて久しく、近年、大学教育においても、多

くの実践が行われるようになってきている。しかし、90分（大学によっては 100-120分）の授

業の中で、学生がどのような活動を行っているのかは、多くの場合、教員の経験則に過ぎないこ

とが多い。教員は、アクティブラーニング型の授業において学生の能動的な活動を求めるが、90

分間、学生が能動的な活動を行うことは容易ではない。また、授業において、学生がどのように

授業内容について理解を深めているのか、また、理解がどのように変遷しているのか、という点

についても、知見の蓄積が十分とは言えないと考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、第一に、学生の授業における理解のプロセスの特徴を明らかにすることで、

学習者の理解に応じた学習への適切な介入方法を提案することである。第二に、大学教育の改善

方法や授業支援方法を検討し、成果の普及可能性を探ることである。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、実際の大学教育現場を対象とした授業実践研究であり、研究代表者が所属大学で開

講している授業（学部・大学院）を研究対象とした。いずれもアクティブラーニング型の授業で

あり、当初は前期・後期各 2科目の実践を 3年間継続することを目指していた。 

 本研究では、学生の行動を測定するツールとして、当時の技術的な要件を踏まえ、表情認識技

術や学生が何を記しているかをリアルタイムで把握するデジタルペンやペン入力が可能なタブ

レット端末を用いることとした。また、授業中の学生の思考のプロセスを検討するために、思考

発話法をライティング応用した手法を授業で応用することとした。 

 第二に、これらを用いて学生の学習状況を可視化するシステムを開発し、リアルタイムで教員

にフィードバックすることを意図した。 

 2018年度、2019年度は計画通り実施できたが、2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響

で、教室での授業が実施できず、オンラインのリアルタイム型（Zoom利用）で、2018年度、2019

年度相当のアクティブラーニング実施を目指した。延長での実施となった 2021年度においても

リアルタイム型（Zoom利用）の実施となったが、ハイフレックス型授業を一部導入し、対面と

オンラインの相違や共通性などについても視野に入れた。 

 複数の授業を対象としているが、本報告では主たる実践（2018年度は秋学期、2019年度以降

はカリキュラムの都合により春学期に実施）を取り上げる。複数の授業で実施をしたが、主たる

研究対象となった授業実践の詳細を表 1に整理する。いずれも全 15回の構成であった（2020年

度は新型コロナウイルス感染症の影響に伴い実質 12回で、限定的に実施）。 

表 1 主たる研究対象となった授業実践の詳細 
項目/年度 2018年 2019年 2020年 2021年 
履修登録者数 110 70 74 88 

学年 (%) 1年 19 (17.3%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 
2年 28 (28.2%) 34 (48.6%) 35 (47.3%) 54 (73.0%) 
3年 41 (37.3%) 32 (45.7%) 25 (33.8%) 27 (36.5%) 

4年以上 19 (17.3%) 4 (5.7%) 14 (18.9%) 7 (9.5%) 
単位認定数 (%) 85 (77.3%) 63 (90.0%) 68 (91.9%) 81 (92.0%) 



 

 いずれの授業回も、知識伝達を中心とした講義型の授業に加え、個人が取り組む演習や、2～

3名の授業内グループワークを実施し、講義形式の授業とアクティブラーニング型の授業を組み

合わせた点に特徴がある。また、プロジェクト型学習（Project-Based Learning）を用いて、学生

が探究する活動が含まれる。 

 2018年、2019年度はデジタルペン、タブレット端末、及びビデオ記録を用いたデータ収集を

行った。2020年、2021年度は、Zoomのチャット機能や PCの画面録画などを利用しながら、限

定された状況の中で必要なデータ収集を行った。 

 

４．研究成果 

 2018年度、2019年度の対面型授業においては、学生がワークシート等に記入している内容を

リアルタイムで把握するデジタルペンを用いて、学生の授業中のライティングのプロセスや内

容の分析を行った。また、授業中の学生の思考のプロセスを検討するために、疑問を随時、ワー

クシートに書くことを促す手法を開発し、その評価をさらに進めた。 

 結果としては、ライティングに関して、約 2-3割の学生が、本来、ワークシートに記入すべき

時間ではない時間に、何らかの記入を行っていることや、その原因について明らかにした。一方

で、「疑問に思ったこと」についてのノートテイキングを促すことが、理解のプロセスの把握や

支援に有効である点を確認した。 

 2020年度、2021年度のオンラインでのリアルタイム授業においては、学生がワークシート等

に記入している内容をリアルタイムで把握するデジタルペンに加え、チャット等の記録を用い

て、学生の授業中のライティングのプロセスや内容の分析を行った。 

 2021 年度は、とくにリアルタイム授業（Zoom 利用）におけるチャットの利用や、Google ス

ライドのような同期型ツールを併用して利用した。 

 結果としては第一に、リアルタイム型授業においては、スクリーンショットをノート代わりに

利用する学生が 6割を超えるという点が明らかになった。同一の教授法を採用していると、ノー

トを取らずに「分かったつもり」になっている可能性が示唆される。 

 第二に、学生の発話内容をリアルタイムで教員、あるいは TA、もしくは機械的な文字起こし

機能を併用して文字起こしをして、学生に視覚的に提示する試みが、リアルタイム授業において

学生の思考の深化、あるいは内省を促す可能性である。過去の検証では、学生に思考内容を記述

させてきたが、新たな手法の可能性が示唆される。 

 全体を総合した研究を現在、進めているところだが、総合的に明らかになってきていることは

第一に、「疑問に思ったこと」についてのノートテイキングが、理解のプロセスの把握や支援に

有効である点である。第二は、「疑問に思ったこと」について、授業内でディスカッションする

ことで、集団としての理解度を高める可能性がある点である。第三は、学生の発表時の発話内容

をリアルタイムで教員もしくは音声認識技術を用いて文字起こしをし、可視化することが、学生

の思考の深化、あるいは内省を促す可能性である。いずれもこれまで得られたデータをもとに、

成果を論文誌等に投稿中、もしくは投稿の準備を進めている。 
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